
都市再生整備計画　フォローアップ報告書

福岡市西部地域地区

平成２９年３月

福岡県福岡市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

※全ての指標について記入

- - -
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４

九州大学内外において水素関連や
有機ELの研究施設が数多く立地する
など、大学の魅力が向上している。ま
た、土地区画整理事業による安全で
快適な環境の整備の進展など、まち
の魅力も向上していることから、留学
生数は目標を達成した。

2,097留学生数 人 1,509 1,790 ○

指標６ 公民館利用者数 人/年 26,200

指標３
民間等との共同研究
実施件数

件/年 612
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

703 ○

※フォローアップの必要のある指標について記入

「産学連携交流センター２号棟」や
「有機光エレクトロニクス実用化開発
センター」の整備により、産学連携を
促進する研究開発施設が拡充した。
さらに、産学官連携支援活動を進め
たことで、民間等との共同研究実施
件数は目標を達成した。

○28,987 平成28年5月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

九州大学移転に伴う学生・教職員の
増加等により通勤・通学者が増加し
ている。また、九州大学では、大学と
地域の交流イベントや国際会議等も
開催されており、バス利用者が目標
値を大きく上回った。

740 平成28年11月 -

-

バス利用者数 人/日 2,050

指標５ 人口の定着 人 27,100

指標２

総合所見

土地区画整理事業に伴う計画地区
の人口増加、九州大学移転に伴う学
生・教職員の増加等により、通勤・通
学者が増加している。また、九大学
研都市駅前に立地した「さいとぴあ」
利用者、九州大学を会場とするイベ
ントや国際会議参加者も当該駅を利
用することから、目標値を大きく上
回った。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

公民館と老人いこいの家を合築した
「今宿公民館」では、地区コミュニティ
拠点としての機能向上が図られたこ
とで利用者数が増加した。平成27年
度末完成予定の「玄洋公民館」は、
現状では利用者が微減しているもの
の、両公民館の平均利用者数として
は目標を達成した。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

計画地区では、土地区画整理事業
等により安全で快適な居住環境が整
備された。また、九大学研都市駅や
「さいとぴあ」、大規模商業施設が立
地する生活利便性の高い地域とし
て、まちの魅力も向上している。その
ため、計画地区の人口増加率は市
全体よりも高い伸びを示し、目標値を
大きく上回った。

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

-○

37,962 平成28年9月 ○

-4,382 平成28年5月

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

15,860

計測時期

平成28年5月

指　標 従前値 目標値

指標１ 駅利用者数 人/日 8,700 ○

4,799

36,034

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

2,400

646

28,700

1年以内の
達成見込み

○

15,328

見込み・確定
の別

10,600

○

○26,200 26,932



様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入※フォローアップの必要のある指標について記入

その他の
数値指標２

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

その他の
数値指標１

指　標 従前値
1年以内の
達成見込み

計測時期

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

事後評価

見込み・確定の別

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

その他の
数値指標３

目標値



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・成果を持続させるために
行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

・産学連携の取り組みの強化

・地区内における円滑な交通の確保

・元岡土地区画整理事業地内への研究開発機能の立地誘導を
行った。
・産学官で連携した支援活動を実施した。

・安全で快適な居住環境の充実

実施した具体的な内容

・学園通線（田尻）の整備を行った。 ・学園通線の２車線による暫定供用開始に伴い，平
成２９年４月から昭和バス九大線の直通便が学園通
線を通行を予定するなど，交通の利便性が高まるこ
とが期待される。

・福岡志摩線（元浜）の整備を行った。
・学園通線の整備を行った。

・福岡志摩線の歩道拡幅によって安全な歩行空間が
確保された。
・学園通線の２車線による暫定供用開始に伴い，平
成２９年４月から昭和バス九大線の直通便が学園通
線を通行を予定するなど，交通の利便性が高まるこ
とが期待される。

今後の課題　その他特記事項

・元岡土地区画整理事業地区における研究機関の集積に向けてさ
らに取り組みを進める必要がある。
・平成30年度の農学系・文系の伊都キャンパス移転を見据え，産学
連携の取り組みを強化する必要がある。

・円滑な交通確保のため，引き続き学園通線の早期完成（４車線供
用）に向けて整備を進める必要がある。

実施にあたっての課題　その他特記事項

実施した結果

・産学連携交流センターの入居率が９割を超えるな
ど，産学連携の取組みが活発になった。

・更に快適な通勤・通学環境整備のため，引き続き学園通線の早
期完成（４車線供用）に向けて整備を進める必要がある。

実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容

・地域と九大教職員や学生との間に新たな連携の動
きが生まれている。

・引き続き，九州大学を活かした地域づくりのため，連携強化に向
けて取り組む必要がある。

・九大学研都市駅における交通結節機能の強化 ・昭和バス九大線の直行便について，学園通線を利用するバス路
線にルート変更を予定（平成２９年４月）。
・ルート変更に併せて，直行便の増便を予定（平成２９年４月）。

・ルート変更によって，所要時間の短縮が見込まれ
る。

・平成30年度の農学系・文系の伊都キャンパス移転を見据え，九大
学研都市駅の駅前広場の改良など，交通結節機能の強化に向け
て取り組む必要がある。

・地区コミュニティ活動の場の整備 ・公民館，老人いこいの家整備を行った。
・大学と地域の連携・交流促進事業を実施した。

・公民館の利用者が増加した。 ・地域のコミュニティ活性化のため，引き続きコミュニティ活動の場
を整備していく必要がある。

・九州大学を活かした地域づくりの推進 ・大学と地域の連携・交流促進事業を実施した。
・地域代表者による伊都キャンパス見学会の開催など，地区コミュ
ニティ活動を支援した。



都市再生整備計画（清算報告）

福岡市
ふ く お か し

西部
せ い ぶ

地域
ち い き

地区
ち く

福岡
ふ く お か

県　福岡
ふ く お か

市

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。
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